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地域資源を用いた加工品の製造・販売、体験ツーリズム
【事業規模】
2011 年度実績　売上　25,000 千円 / 従業員数　２名（パー
ト１名） / 関連企業　４名

１９６４年高知県本山町生まれ、高校卒業後、神奈川県横浜市の建
設会社に入社、３２歳の時、生まれ育った、本山町に戻る、商工会
青年部部長時に「木部会ばうむ」を結成、地域経済の活性化に向け
た取組を始める。性格は、楽天家、廻りに心配ばかり掛けている、解っ
ているが治らない。最近、物忘れが多くなっている。年のせいか？？

【事業概要】 【個人プロファイル】
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親の家業を継ぐ為に、夢をもってUターンして、都会と田舎のギャップを感じ「憤り」を感じる毎日を過ごす。今ある業務を淡々とこなし、

仕事が無くなれば田舎だからしょうがないと諦める家業者の多さと、出る釘は打たれる田舎の実態を根本的に変えたいと思い始め、栃

木県の商工会の青年部がみなし法人を組織し、地場産の木材を使用した、学校用の学習机を製作し販売している活動を知り、視察して、

取り組みを真似る事に。一人で動いても町全体を変える事は難しいと考えていたので、商工会青年部（自分も所属）の組織を活用し、

若い力で、この町を変えるとアピール、「木部会ばうむ」という、自分達の思っている事を行動に移しやすい組織作りを目指し立ち上げ、

話し合いの場を作った。やる気さえあれば、周りの人たちは期待を持ってくれ、多少の無理な計画でも、若いから見守ってやろうとい

う気持ちを地域から受けました。最初に抱いていた地域への「憤り」からはじまった事が、今は地域からの「期待」へと変わりつつあ

り、人と人の繋がりを大事に考えなければ何も始まらない事に気づき始める。

少子高齢化によって人口が減るという状況は、私達、商工業者にとって消費者が減る→売り上げ減→廃業→雇用者の失業→地域の消滅

というイメージになります。雇用者＝消費者という視点は、都会より田舎がより強く感じるのではないかと考え、雇用を増やす事に着

目しました。高知県本山町は、人工林の比率が９０％近くあり、木材（特に杉材）は豊富にあります。木材を適正な価格で取引できる

状況を作り出せば、木を切る人、加工する人、販売する人が雇用できる地域が出来る事になります。又、農業においても同じ事がいえ

ますので、中山間の自然の恵みを活用して、雇用を増やす取り組みを実現したいと考えます。

前に述べましたが、雇用者＝消費者という考えに基づき、３次産業者が、１次・２次産業の支援を出来る仕組みづくりを目指す。雇用

を生みやすい事業は、加工業であるが、本町の場合、加工施設が少ない為、先ず加工施設を整備する必要があります、その資本を用意

する為に、数少ない加工業者とタイアップさせてもらい弊社の耐力を作り、農林業者の支援と雇用を生み出す会社に育てる事が先決と

考えています。現在、木工加工業者とタイアップして、３人の２０代の方々を雇用できています。やっとスタートラインに立てたよう

に思います。

現状は、衰退する町で、働き口も無く生活が出来ないから、都会に出て働いたほうが良いと思っているのが非常に残念であり、事実私

の子供も、都会で働いています。地域で住む人が起業しそこに暮らす人達を雇用して、田舎でも十分に未来があると思って生活が出来

る、ここに居れば必ず未来は明るいという事を子供に自慢でき、生まれた町に、一度離れる事があっても、戻って生活でき、生まれた

町で、色んな幸せを感じ笑顔で最後を向かえる事が出来る経済社会を作って行きたい。

藤川氏の一番の魅力は地域を想い、地域と共に行動するということでしょう。本山町は人口 4000 人のまちですが、
町全体が狭いからこそ、町民の顔が見えています。町民の顔が見えているからこそ、町民の笑顔を一番に考え、行動
していくのだと思います。日本の未来の危機を訴えることよりも、自らに関わりのある方の幸せを考える姿勢。この
姿勢を私は尊敬しています。（井上将太）

藤川豊文、48歳。四国土佐の田舎で自然と農林業・商工業に携わる住民と向き合って活動している土佐の「いごっそう」
である。日本には古くから続く「自然」と「人」が共生する豊かな社会があった。中山間地域は、過疎化が進み、行
政による補助金頼みで、住民の気持ちが離れて他人任せになった現実に憤りを感じ、「ばうむ」を立ち上げた。彼は今、
中山間で自然と人間が共生する持続可能な社会を目指し日々活動している。地元の若者の賛同者も増え、着実に輪が
拡がりつつある。彼の直向きな姿は感動的であり、私達は心から応援し続けたい。

パートナー
代表伴走者
伴 走 者

井上 将太（森の学校 ばうむ合同会社 社員）
堀内 勉（森ビル 取締役専務執行役員 )
波多野 昌樹（博報堂 マーケティング
戦略企画室 室長）

香川 正志（NTTコミュニケーションズ 
理事  カスタマーサービス部部門長）

私は７年かけて、ここまでやって来ました。しかし、自然に感謝し自然と共存する地域経済社会を実現する
ためには、何としても１００年先、２００年先を見据えた新しいビジネスモデルを確立しなければなりませ
ん。そうでなければ、豊かさと裕福さを取り違えるという、これまでの日本の過ちを次世代も繰り返すこと
になってしまいます。私はそこを強調したいと思います。

今までの活動を通じて、私たちの存在が社会的に認知され、色々な若者が事業に参画してくれるようになっ
ています。しかし未だ納得が行くほどの成果が出ているとは言いがたく、3年後には、本山町に住んでいる
人たちが、自然と向き合うビジネスとは何かを理解し実践できるようなビジネスモデルを確立したい。そう
すれば、本山町が全国に具体的なビジネスモデルを提示できる地域になれると思います。

3年以内に更に 2～ 3事業を新規に立ち上げるため、資本金を 1000 万円増資し、職員は 1名、パートは 3
～ 4名を増員する。これにより、ばうむ全体の売り上げを 2倍に拡大し、協力一次産業者からの原材料の
買取額も 5％向上させる。

本山町の人材と資源を活用した一人からでも始められる加工場の設立から始め、小ロットでも製品を販売で
きるノウハウの伝授、Ｂ to Ｃの販売による出口の構築などを通じ、作っても売れない、大量注文に対応で
きないと思っている地域の人々の考えを変え、田舎ならではのビジネスモデルを構築する。そのためにも、
これまで培ってきた都市部へのマーケティングができる人材とのネットワークを、積極的に活用する。

2005 年： 本山町商工会青年部の有志で木部会ばうむを結成
2007-2009 年：本山小学校・吉野小学校に、学習机・椅子三ヵ年計画で納品
2009 年： 大豊町中学校に学習机・椅子納品
2009 年： 木製品雑貨「もくレース」販売開始、一般消費者向け商品
2010 年： 町民出資により、ばうむ合同会社となる
2010 年～現在：近隣４か町村の小学校１０校に、環境教育を実施
2010 年～現在：親子で伐採～製作までツアーを実施
2011 年～現在：本山町内の限界集落と交流人口拡大に向けての取り組み開始「おきゃく」事業
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